
                

 

 

 

希望に満ちた、春です。 

校長 青木 和裕 

 

桜の花びらが、西門周りをピンク色に染めています。学校敷地内に

は、チューリップや菜の花など 200 本以上の花が、子どもたちの進級を

お祝いするかのように咲き誇っています。この美しい花々は、「はなさぽ」

の皆様が子どもたちと一緒に植えたもので、「瀬谷オープンガーデン

2023」の会場にもなっています。 

８３名の新１年生を迎え、全校児童４６７名で、二つ橋小学校の 

令和５年度が始まりました。新しい友達、新しい先生との出会い、希望に満ちた春です。 

 

 ３月 18 日（土）に行われた、６年生とのお別れ式。卒業生との別れを悲しむかのように、

外は雨。けれども、在校生から校内を回る卒業生に、目と目が合う近い距離で直接お別

れの言葉を伝えることができたのは、よかったです。その後に行われた、卒業証書授与式。

令和になって初めて在校生代表の５年生も参加し、６年間の思いを込めた呼びかけ、歌

で、二つ橋小学校のバトンは確かに引き渡されました。卒業生の皆さんが、幸せな人生を

送れることを祈っています。 

 

 二つ橋小学校の大きな特色の一つに、地域・保護者の皆様との連携が挙げられます。

「二つ橋小学校地域学校協働本部」（通称「ふたさぽ」「はなさぽ」）の活動は、４年目を迎

えます。いつでも季節の花が学校を彩る環境は、子どもたちの感性を豊かに育む基盤と 

なっています。また、一昨年度設置した学校運営協議会では、子どもたちの学びの充実や

学校運営の改善のために、委員の皆様に主体的に学校運営に参画していただいていま

す。そして、もう一つ、ＰＴＡです。大熊会長をはじめ本部の皆様のご尽力で、今年度より「ＰＴ

Ａふたつばしにこにこサポーターズ（にこさぽ）」が発足します。花植え、お掃除、読み聞かせ

など、既存の組織があるものは、そこと連携しながら、自分の得意なことや好きなことを、自

分のできるときに行うボランティア活動です。詳しくは、ＰＴＡからのお便りをご確認ください。 

 

 保護者・地域の皆様、令和５年度も、子どもたちの笑顔のために、学校教育活動へのご

理解とご支援を引き続きよろしくお願いいたします。 
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https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/futatsubashi/ 

 


